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論文調査進捗報告

 調査目的

 調査の進め方

 調査結果

 研究成果

 まとめ



 

調査目的

 自己適応システム技術の実適用の可能性を検討し、

実適用のために解決すべき問題点、特に適応の制御

の難しさを明らかにし、対策を検討

 （自己適応システムの概要）

 （実適用の際の問題点の概要）



 

調査の進め方

 （論文調査、事例調査）

 （ミーティング各回の内容）



 

調査結果

 技術マップ

 （2、3の事例の詳細な紹介）

アプリケーション
分野

事故事例 適用可能な自己適応
システム技術（論文）

適用の際の
問題点



 

研究成果

 （SEAMS に通れば）田原の論文
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